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平成 24 年３月期第４四半期投資有価証券評価損の戻入れ及び 

特別損失の計上並びに業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

当社は、平成 24 年３月期（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日）において、下記の通り投資有価証券

評価損の戻入益及び特別損失を計上することとなりましたのでお知らせいたします。 

また、平成 24 年１月 31 日に公表いたしました通期業績予想について下記の通り修正いたしましたので、併

せてお知らせいたします。 

 

記 

 

 

１．平成 24 年３月期第４四半期投資有価証券評価損の戻入れ 

  「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落しているものについて、平成 24

年３月期第３四半期において減損処理による投資有価証券評価損を計上いたしましたが、平成 24 年３月期第

４四半期において、その株価の回復が認められたため、投資有価証券評価損の戻入益を計上することとなり

ました。 

 

平成 24 年３月期第４四半期における投資有価証券評価損 

 連結 個別 

（Ａ）平成 24 年３月期第４四半期会計期間（平成 24 年１月 1日から平成 24 年３月

31 日まで）の投資有価証券評価損の総額（＝イ－ロ） 

△277 百万円 

(△：戻入益) 

△277 百万円

(△：戻入益)

 
（イ）平成 23 年３月期第４四半期累計期間（平成 23 年４月 1日から平成 24 年

３月 31 日まで）の投資有価証券評価損の総額 
2 百万円 2 百万円

 
（ロ）直前四半期（平成 23 年３月期第３四半期）累計期間（平成 23 年４月１

日から平成 23 年 12 月 31 日まで）の投資有価証券評価損の総額 
279 百万円 280 百万円

※四半期における有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 
※当社の決算期末は、３月 31 日です。 

 

 

２．特別損失の計上について 

  「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、保有する固定資産の資産評価を行った結果、減損損失 76 百

万円を計上する見込みであります。 
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３．通期業績予想の修正について 

（１）平成 24 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円
14,200

百万円
△290

百万円
△310

百万円 
△590 

円 銭
△24.98

今回発表予想（B） 14,457 △290 △306 △378 △16.03

増減額（B－A） 257 0 4 212 － 

増減率（％） 1.8 － － － － 
(ご参考)前期実績 
(平成 23 年３月期) 

16,044 165 101 △396 △16.79

 

（２）平成 24 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円
12,400

百万円
△310

百万円 
△570 

円 銭
△24.14

今回発表予想（B） 12,664 △303 △361 △15.29

増減額（B－A） 264 7 209 － 

増減率（％） 2.1 － － － 
(ご参考)前期実績 
(平成 23 年３月期) 

13,967 90 △279 △11.85

 

（３）修正の理由 

  通期の業績予想につきましては、連結・個別ともに業績は概ね前回公表の予想通りとなりましたが、「１．

平成 24 年３月期第４四半期投資有価証券評価損の戻入れ」、「２．特別損失の計上について」に記載の通り特

別損益の計上により、当期純利益は前回予想値を上回る見込みとなりましたので業績予想を修正いたします。 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点における入手可能な情報に基づいて算出しておりますが、今後の様々な

要因により業績予想とは異なる結果となる可能性があります。 

 

 
以 上 


